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　従来生産理論のテキストとしてカールソンの『AStudy　on　the　Pure　Theory　of　Pro一
　　（1）

duction』があげられる．本書はこれに付加されるべきテキストの一冊であることは疑いな

い．但しそれは独立した一個の付加物ではない．カールソンの著作の中にはブリッシュの

生産理論の展開で重要な役割を任っている用語が形を変えて登場する．これは本書の英訳

．出版が1965年であるが実はブリッシュ自身がprefaceで述べている如く，1926年にオス

ロ大学の講義で本書の内容が完成されていたことによる．従って出版年代とは逆にカール

ソンの著作がプリッシュの生産理論を基礎とし，これの補充かっ拡充を試みたものである

・ことは読書に際して両者を対比すれば一目瞭然である．

　本書では企業がmaximizing　principleに従がって行動すると暗黙のうちに仮定してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
tt驕Dかかる企業行動の仮定はサミュエルソンの　『Foundations』において顕著に取扱われ

．ている．maximizing　principleの仮定は『Foundations』と同様数学的操作を容易にし，本

書の構成をelegantなものにしている．本書のこのelegancyの基軸をなしているのは

初等的数学で多くの経済学的に有意味な結論を導びぎ出していることと，生産理論と費用

理論という二分されがちな両理論を企業のmaximizing　behaviourの仮定より関連づける

ことを示したことによる．適切にもカールソンはく経済学者は生産理論の諸関係を長い間

．認識していたけれど，これらの諸関係は一ブリッシュとシュナイダーの著作を除いては一

理論の単一体に統合されることなく費用理論，資本と利子理論そして分配理論を通して狐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
立した破片として四散された》と述べている．カールソンの言葉を借りればブリッシュが

本書で試みているのは生産理論と費用理論をmaximizing　principleで単一体に統合する

ことである．分配理論との統合は＜marginal　elasticity＞の概念を使えば可能であるがフ

（1）　S．　Carlson，　rA　Study　on　the　Pure　Theory　of　Production一，　Kelley　and　Millman，　lnc．

　New　Yorlc．　！956．

（2）　P．　A．　Samuelson，　rFoundations　of　Economie　Analysiss　Atheneum　New　York．　1965．

〈3）　S．Carlson，　ibid，　preface参照．
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　一橋研究第16号
リッシュは試みていない．

　本書は5部よりなる．1部は基本概念でありここでは後の章でtechnicalな議論に入る

前に種々の例をあげて生産・生産要素，技術変化・生産期間の問題等を説明している．2

部はく連続要素（continuity　factors．〉を考えての生産理論の展開である．この部分が本

書の静学体系の核をなしていることは疑いない．3部は2部の連続要素をく制限要素（li－

mited　factors）〉に変えた場合の議論である．プリッシュは明確に意識していないがこれ

はし．P．の問題である．4部はく多商品生産（multi－ware　production）》を扱っている．

5部は動学理論である．

　私が以下で概説するのは2部を中心とした議論であり3部は2部と関連する限りにおい

て取扱われる．5部はそれ自身独立した問題を扱っているので除外した．

l
l

　1部は2部の議論のための種々の仮定を設けていると考えてよい．これらの仮定は以下

の3つに集約される．

　1．生産要素数量は技術的単位で測定可能である．2，技術進歩がない．3．危険や予

想の要素が入らない．

　1の仮定から，例えば肉体労働と管理労働を同一の尺度で測定しうるか否かという問題

が捨象される．2の仮定はブリッシュのいう＜constant　technique＞という語にあたるが誤

解を避けるため現代的意味に書き改めた．これは生産関数がただ1つの関数形として生産

要素に関連づけられるということである．すなわち1つの要素の結合セットに対して1つ

の産出量しか対応しない，ということである．3は生産関数に将来の不可測な危険や予想

の問題を導入して確率で処理することを避ける仮定である．

　以上の3っの仮定より生産関数をx　・　f（u1・・’Vn）と表わすことができる．ここでxは産

出量，Viは生産要素数量である．さて以下の議論を円滑ならしめるために種々の用語や定

義を明らかにしておこう．

　限界生産性をxil＝∂x／∂ui，平均生産性島＝∬／ひ‘，＜product　acceleraton＞を勘”

＝＝∂2”1蝕∂ひゴで表わす．Xht＞o，鋸＞oのとき生産要素hとkは代替関係にあるといわれ

る．諸要素のいかなる組合わせも互いに代替関係にあるく要素図（fact。r　diagram）〉での

領域を代替領域という．勘”＞Qのときiと」は補完的，Xiil’＜0のとき代替的，　Xii”＝0

のとき独立であるという。

次・・＜marg…1・1・・t…ty＞を説・す…れは・蝋画…（1・で定義・れ容・・1　tr・

判…にそれは限界生醗・平均生産性の比であ…か・に｛鶏一・画・／慰・

¢！》島のとき∂耐∂Vi＞〈O従って平均収穫逓増であるかは逓減であるかはくmarginal

　90



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書　　　評

elasticity＞のtermで容易に表わされることが判る．すなわち，εi＞1のときi番目の要素

に対する平均収穫逓増，ε，〈1のときゼ番目の要素に対する平均収穫逓減，である．εi＝1

のとき要素図上での要素点はく最適点（optimum　point）〉と云われる．これはεi＝1のと

きゼ番目の平均生産性が極大になっていることによる命名であろう．

　定義から明白にくmarginal　elasticity》は生産物に占めるi要素の貢献度を示す．一次

同次の生産関数の仮定ではEiは要素分配率をさす．　次に『Theory　of　Production』の静
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
学体系の重要な概念規定をなす＜passus　coeMcient＞についてのべる．これはすべての要素

が比例的に変化するときそれらの要素の1つに関する生産物数量の弾力性を表わす．

・審舞÷一…であ・・凸・は鰍小・比例的要素・獣凸はそれに応ず・

生産数量の無限小の増大を表わしている．εの性格を明らかにしてゆこう．

　要素図上に任意の要素点を与えあらゆる要素をμ倍するとVi＝ttVi。＝Vi（Pt），　x＝x（Ui，…，

v・）一・…Vle’”・・・…一・…と…一己 N画一‘暗晦L・…と・…は生産・規

模を表わす．ところでμに関する平均生産性銑の弾力性をE1．翫：μで表わすと（3）式で

定義されたεとの間にはEl．観：μ＝ε一1…（4）なる関係がある．（4）式はμに関して平均生

産性を極大にするには企業はε・・1なるように行動すればよいということを意味している．

プリッシュがε＝1のときをく技術的最適規模（technical　optimal　scale）》と呼んでいる

のはε＝1の場合，かかる企業の行動が想定されていることを意識しているからである．

更にεの定義から明白にε＝1の場合生産関数は1次同次である．（1）と（2）のεiとεの定義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
より《passus　equation＞と呼ばれる関係ε＝Σεi…（5）を導びくことができる．（5）は企業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼヌユ
がある要素に関する平均生産性を最大にするような要素数量：を決定することが全体として

の企業の《scale＞決定のbehaviorに関連していることを示す点で興味深い式である．

　我々はブリヅシュがεの性格について＜parri－passu　law＞とくultra－passum　law》と名

づけている法則を明らかにする．前者はε＝1の場合でありこれは1次同次の生産関数の

仮定と同義である．後者は非1次同次の場合であるがブリッシュが考えているのはくregu－

1ar　ultra－passum　law》というくultra－passum　law》に1っの制約を加えた法則である．

これはεと任意のOkの問にdε／elVL．　〈Oなる関係がある場合である．今日的言葉で言えば規

模に関する収穫逓減の法則に他ならない．ブリッシュはこれら生産の技術的な法則を2つ

の市場形態に結びつけて分析している，第1は完全競争であり第2は独占である．まず第

1の完全競争に関して概説しよう．これに先立ってブリッシュによって導入されたくsub一

（4）　《passue　coeMcient＞＞はCarlson，　ibid．においてはくくfunction　coeMcient》，　E．　Sehneider，

　『経済理論入門』（山川・大和口訳）昭4しでは《プロセス水準弾力性》，　S，　Danφ，『Industrial

Production　M（rdels』1966では《elasticity　of　production》』と呼ばれている，

（5）　証明はプリッシュが3通り与えている．R．　Frisch，　ibid，　p．p．73一一77．
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　一橋研究第16号
　　（6）
stitumal＞なる概念を明確にする必要がある．＜substitumal＞は費用線と等量曲線の接点の

軌跡である．これは企業の費用極小あるいは生産物極大のbehaviourより得られる均衡．

の必要条件　λ＝免＝…＝一警…㈲　の要素図上の軌跡である．ここでλはうグランジェ

　　　　　　　にエ　　　　　　　　　　　　¢箆
の未定乗数，偽は要素価格である．当然ブリッシュは要素図上でXil＞0（i＝1，2，…，n）な

る領域を考えているからくsubstituma1》は代替領域内にあることが判る．＜substitumal＞

上で生産の技術的指標たるくpassus　coe価cient》εと平均費用，限界費用を結合することが

できる．我々は今までのところくsubstituma1》上のどこに生産物数量が決定されるかに関

して何ら言及していない（これは企業の利潤極大行動より得られる）、

　費用極小（あるいは生産物極大）にする要素数量の決定は生産物数量と生産物価格をパ

ラメーターとして決定される．故に生産要素価格が既知であとるすれば均衡における要素

の投入量は　Vi＝Ui（x）（i＝　1，2，…，n）…（7）なる形で解ける．（7）より　1＝Σxlui，…（8）を

得る．ここで謬；dUi／dXi．（7）と〔8）を使って2が限界費用に等しいことが容易に示される．

すなわ…一望一Σ曜…⑨と・うが…よ…一Σ厨・！一・取・！一・《・）

ここでうは費用関数，ゲは限界費用を表わす．なおこれまでの議論に固定要素を加えて

も本質的に変らない．

　次に種々の弾力性概念を導入して費用関数と　＜passUs　coeMcient＞の関係を吟味してい

る．費用関数は　b・＝ΣqiVi…㈹　で表わされるからC6）の関係を代入してbニ2　Z　Xi’Vi…（12）

　　　　　　　　　　
を得る．前述の＜passus　equation＞を変形してΣ劣ん‘＝εx…（13）なることが容易に判る

から，（10＞，（12｝そして（13）より　b＝2εx＝εbtx…（14）を得る．従って平均費用を5で表わすと

b　＝εb，…｛15）と表わすことができる．又生産物数量に関する費用関数の弾力性bはその定

義により　6罵δ，／6…（16）なる関係があるから，（15）と（16）より　6＝』L…㈹なる関係を導び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど
くことができる．生産物数量に関する平均費用と限界費用の夫々の弾力性をδ，δ’と表わ

すと簡単な計算によって　δ＝6－1＝2－1…（80　と　5’＝■一1－i…（19）であることが判

　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　　　　　　　　　　ど

る．ここでiは生産物数量に関するくpassus　coeMcient》の弾力性である．すでに述べた

ようにプリッシュは生産法則を＜parri－passu　law＞と＜regular　ultra－passum　law＞に分け

た．これらの法則と費用関数とεの問にどのような関係があるかが（15｝，働そして（19＞の各式

より明白となる．まず＜parri－passu　law＞の場合ε＝1を代入することによって　b’＝6，

エ　　　　　　　　　　ワ

あ＝0，b’＝0　を得る．《regularultra－passum　law》の場合εを1より大，1に等しい，1

より小の場合に分けて考える．ε＞1の時5＞ろ’，δ＜0．ε＝1の時6＝b’，5一　O，6’＞0，ε＜1

の時6＜b’，6＞0，bノ＞0

　以上を図で表わすと以下のようになる．

（6）Carlson，　Danφは《Expansion　path》，　Sch且eiderは《生産要素調節曲線（最小費用線）》

　と呼んでいる．
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parri－passu　law

x
　　　　　　　　　　　　　x　　　　（Fig　2］

regular　ultra－passum　law

　固定費用を加えると＜parri－passu　law＞においてはb’＝6が上方に平行移動し，＜regu－

lar　ultra－passum　law＞ではbが上方に移動することが容易に知れる．

　以上のブリッシ＝の分析は生産物数量：をパラメーターとして＜substitumal＞上で議論し

ている．更に付加されねぽならぬのは＜substituma1＞上のどこに生産物数量が決定される

かである．これは企業の利潤極大行動より限界費用と生産物価格が等しい点で決定される．

このようにして2っの調整，すなわち代替調整と数量調整によって生産物価格と生産要素

価格を与えて生産物数量と生産要素数量が企業のmaximizing　behaviourにより決定され

ることを見てきた．ブリッシュは更に利潤極大によって一段階で解けることを示している

がこれは『Foundations』と同じ手法であるので省略する．

1つの興味ある結果は利潤率f（rO・総利潤嬢机固韻用心在しな・・ものとす・）

極大の必要条件はε＝1であるということである．このことは＜parri－passu　law＞におい

ては利潤率を極大にする生産物数亘は決定されないが＜regular　ultra－passum　law＞にお

いては利潤率を極大にする生産物数量が平均費用と限界費用の等しいところで決定される

ということを意味する．後者の場合は生産の長期均衡に他ならない．

　次にわれわれは完全競争と対比してブリッシュがくelasticity　influenced　price－quantity
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　一橋研究第16号
adjustment＞と呼んでいる場合を取扱かう．《elasticity　price－quantity　adjustment＞とは生

産物の需要関数　p＝p（x）…㈲　生産要素の供給関数　qi＝qi（vi）（i＝＝1，2，…，n）…㈱　を前

提とする場合の企業の行動様式である．この企業の行動はたとえぽ（20）式に関してはシュナ
　　　　　　　　　　　　　　　（7）
イダーが適切にも説明しているようにくもし供給者がその販売量は彼自身の指令パラメー

ターのみに依存し，他の供給者の指令パラメーターにまでかかわることはない，と考える

ならば彼は独占的に行動している〉ということであって生産物と生産要素の両市場におけ

る企業の独占的行動を意味している．

まず企業のxmdi小（あるい姓渤極大）の均衡の必要条件はλ・．．1z・，（1≠・）一…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xl
一飾（ P艶’…（・1であ・・ここで・は＜・・PPIy－fl・x・b・1・ty＞・云わ編一lli・畿で

定義されている．通常qi＞0である．㈱から容易に判るようにφ＝0のとき（n）は（6）tleな

る．b’・・Rなることは均衡の必要条件と（8）より得られる．儀を各qiViでウェイトづけし

’た　す。＝Σ（q．iVi）qi÷Σ卿ゼ…㈲　を考えると以下の結果が得られる．

s一一一

堰Fti：一i」1．，b，，　S一一Litl；gg－ao－i，　5’＝一lz：t？fZ9－q’O－i－Ei．（一i－iE－Ei．E一，）

わ縛れは、転（…シ・は・漉〈・・x・b・1・ty一・・rrect・d　p・・s・・c・・・・…n・〉と名

づけている）が産出量の増大とともにどのように変化するかの十分な情報を有していない．

　　　　ε　がまず1より大きく次第に減少して1を通り1より小なる場合を想定する．従って
　　　　1＋ご。
・れはE・（　E1＋q’e）＜・とい・・とを意味す・・

　ε／1十4。＞1の場合　5＞b，，6〈o，bノは不定

　ε／1十40＝1の場合　b＝bノ，b＝O，　b’＞0

　ε／1十4。〈1の場合　5＜bt，6＞0，　b’＞0

　上の場合を図示するためにはFig．2の縦軸のεをεfl＋4。に変えるだけで充分である．

結局＜regular　ultra－passum　Iaw＞を完全競争と独占の場合に分けて費用関数の性質を示

すならぽ次の表のようにまとめられる．

完
全
競
争

独

占

E＞1

E＝1

E〈1

　E　　＞1
1＋4。

　E　　＝11＋ご。

　e　　〈11＋q’e

bとb’の大小

b＞b’

6＝bt
b一ｭbt

b＞b’

b一＝b’

bin

qb’

平均費用曲線の勾配

降
点
昇

　
小

下
最
上

（fi〈o）

（br－o）

（bi
рn）

下　降

最小点

上　昇

（6〈o）

（b1一〇）

（b1
рn）

限界費用曲線の勾配

　
①
①

　
〉
〉

　
．
σ
．
α

定
昇
昇

不
上
上

不　定

上昇（bt＞0）

上昇（b’＞O）

（7）　E．　＆hneider，　ibid．　p．　65．
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　以上がプリヅシュの第2部の議論の要約である，

　第3部はく制限要素》の場合であるがここでは特に注目に値する1日中結果を示すのに

止める．

　総収入rは要素投入の関数として以下のように示される．　r＝・px一Σ　Uiqi　＝・　r（u、…Vn）…

圏．いま㈱のように総収入が表わされると

　　dr＝rlClv、十…十γ属砺＞o　（ri一一〇T／avi）…（24）

　であって，dγ＝0のとき総収入が極大である．別の表現をもってすれば　dr　・α’b，　但

しaとbはa＝［rl…r。］，　b＝［CIVi’一dv。］なる列べクトルである．従って簡単なベクトルの

内積の議論から出発点で　α’b＞0の場合，すなわちベクトルαとbが鋭角をなしている

場合企業は出発点とは別な要素点を選択する．そして結局企業が利潤極大の要素点をa’b

＝0なるところ，すなわちベクトルαとbが直交するところで決定するのである．このよ

うにして要素点が＜substitumal＞上の何処に決：定されるかの調整過程が明白となった．

m

　我々は本書の特色として次の3点をあげることができる．

　1．　企業のbehaviourがmaximizing　prineipleに従がうと仮定している．

　2．静学体系における均衡点の軌跡である＜substitumal＞概念の導入によって生産と費

　　用の接合が行なわれることを示した．

　3．　5部ではVintage理論の最も簡単なモデルが扱われている．

　1で述べたように本書が1926年に完成していたということは本書の価値を十分大ならし

めるものであるが生産理論の最近の動向に照らすと十分な議論のつくされていない論点も
　　　　（8）
残されている．例えば

　L　投入一産出分析．2，　C．　E．S．生産関数．3．　生産関数の計測，4．　屈折需要曲線，

等に関する議論が全く行なわれていないからである．但し本書が現在問題になっている理

論にどう関連づけうるかという点に関してはブリッシュの理論を発展させて答えることが

でぎる．たとえぽC．E．　S．関数との結びつぎについては《marginal　elasticity＞を分配率

に関連づけることにより可能であろう．またブリッシ＝の理論をL．P．に適用することは

S．Danφによって立入って議論されている．

　プリッシュの多くの論文及び書物の共通の特徴として独自の難解な術語が多用されてい

る．その結果読者はブリッシュの使用している用語を通常用いられている用語に翻訳する

作業を強いられる結果になる．このことは本書を注意深く読ませるという点で効用がある

かもしれないが，教科書として利用する場合の重要な難点であるとも言える．しかしそれ

　（8）J．C．　G．　BootsはBook　Reviewで（1）～（3）をあげている．　Econometrica，　Jan，1967．
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　一橋研究第16号
にも拘らず本書は巨匠の手に成る生産理論に関する最も注目すべき著作と考えられるべき’

ものであり，又多くの秀れた古典がそうであるように未知の領域へのヒントが随所に与え

られている．生産理論を発展させるためこの分野に関心を持つ人々の必読の書物と言うべ

きであろう．
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